
(57)【要約】

【課題】ヒーターツールを高温に加熱しても熱圧着面に

加わる圧力を均一に保ちつつ、ヒーターツールから装置

本体へ伝わる熱を断熱することができるようにする。

【解決手段】発熱源４を備える加熱部材３をワーク５に

押し付け、ワークを熱圧着する熱圧着装置において、加

熱部材を熱圧着装置の本体部に支持するための支持部材

１と、支持部材と加熱部材との間に配置され、冷却媒体

を通過させるための第１の流体通路７を備える断熱部材

２とを具備する。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 発 熱 源 を 備 え る 加 熱 部 材 を ワ ー ク に 押 し 付 け 、 該 ワ ー ク を 熱 圧 着 す る 熱 圧 着 装 置 に お い
て 、
　 前 記 加 熱 部 材 を 前 記 熱 圧 着 装 置 の 本 体 部 に 支 持 す る た め の 支 持 部 材 と 、
　 該 支 持 部 材 と 前 記 加 熱 部 材 と の 間 に 配 置 さ れ 、 冷 却 媒 体 を 通 過 さ せ る た め の 第 １ の 流 体
通 路 を 備 え る 断 熱 部 材 と 、
を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 熱 圧 着 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ の 流 体 通 路 を 通 過 し た 冷 却 媒 体 は 、 前 記 断 熱 部 材 に 接 続 さ れ た 配 管 に よ り 外 部
に 排 出 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 熱 圧 着 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 支 持 部 材 は 、 前 記 第 １ の 流 体 通 路 に 連 通 す る 第 ２ の 流 体 通 路 を 備 え 、 前 記 冷 却 媒 体
は 、 前 記 第 ２ の 流 体 通 路 か ら 前 記 第 １ の 流 体 通 路 に 供 給 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の 熱 圧 着 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 断 熱 部 材 は 、 前 記 加 熱 部 材 と の 間 の 中 央 部 に 空 間 を 備 え 、 前 記 支 持 部 材 と 前 記 断 熱
部 材 と 前 記 加 熱 部 材 と は そ れ ら の 端 部 で 互 い に 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の 熱 圧 着 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 冷 却 媒 体 は 空 気 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 熱 圧 着 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 断 熱 部 材 は 、 金 属 材 料 か ら 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 熱 圧
着 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 子 部 品 や 基 板 な ど の ワ ー ク を 熱 圧 着 し て 接 合 す る 熱 圧 着 装 置 に 関 す る も の
で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 電 子 部 品 や 基 板 な ど の ワ ー ク を 相 互 に 接 合 す る 方 法 と し て は 、 熱 圧 着 に よ る 方 法 が 知 ら
れ て い る 。 こ の 方 法 は 、 ワ ー ク の 接 合 部 を 被 接 合 部 に 対 し て 所 定 の 荷 重 で 押 し な が ら ワ ー
ク を 加 熱 す る こ と に よ り 、 接 合 部 を 半 田 も し く は 熱 硬 化 性 接 着 剤 に よ り 接 合 す る も の で あ
る 。 従 来 の 熱 圧 着 装 置 は 、 図 ４ に 示 す 様 に 、 高 温 に 加 熱 し た 状 態 の ヒ ー タ ー ツ ー ル １ ０ ３
を ワ ー ク １ ０ ５ に 短 時 間 押 し 当 て て 接 合 し 、 こ れ を 繰 り 返 し 行 う 様 に 構 成 さ れ て い る 。 そ
の 場 合 、 ヒ ー タ ー ツ ー ル １ ０ ３ の 熱 が 圧 着 装 置 本 体 に 伝 達 さ れ る と 、 圧 着 装 置 本 体 の 精 度
等 に 悪 影 響 が 出 る た め 、 ヒ ー タ ー ツ ー ル １ ０ ３ か ら 熱 圧 着 装 置 本 体 側 （ 保 持 部 材 １ ０ １ 側
） へ 伝 わ る 熱 を 断 熱 す る た め に 、 断 熱 材 １ ０ ２ を 備 え て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ５ ８ ４ ５ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ ０ － ４ １ ３ ４ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ８ － ２ ７ ４ １ ３ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 の 従 来 例 で は 、 断 熱 材 １ ０ ２ と し て 樹 脂 性 の 断 熱 材 を 使 用 し て い る
た め に 、 経 時 熱 劣 化 を 起 こ し 、 組 み 付 け 精 度 が 変 化 （ 熱 収 縮 ／ 割 れ ） す る 場 合 が あ る 。 ま
た 、 耐 久 性 に お い て も 、 ３ ７ ０ ℃ と い う 高 温 の も と で 、 繰 り 返 し 圧 力 を 加 え る た め に 、 断
熱 材 １ ０ ２ が 炭 化 し 、 ３ ０ 日 間 に １ 回 程 度 の 割 合 で 断 熱 材 の 耐 久 の 限 界 に 至 り 割 れ が 生 じ
る た め 、 断 熱 材 １ ０ ２ の 交 換 が 必 要 で あ っ た 。 ま た 、 工 程 管 理 上 で は 、 熱 圧 着 さ れ た ワ ー
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ク の 定 時 抜 き 取 り に よ る 手 動 電 気 検 査 及 び 、 圧 着 面 の 感 圧 紙 チ ェ ッ ク を 実 施 し て い る が 、
断 熱 材 の 熱 劣 化 収 縮 等 の 精 度 変 化 に よ る 圧 着 不 良 は 検 出 が 困 難 な 状 況 で 、 主 に 断 熱 材 を 定
期 的 に 交 換 す る こ と で 対 応 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 ヒ ー タ ー ツ ー
ル を 高 温 に 加 熱 し て も 熱 圧 着 面 に 加 わ る 圧 力 を 均 一 に 保 ち つ つ 、 ヒ ー タ ー ツ ー ル か ら 装 置
本 体 へ 伝 わ る 熱 を 断 熱 す る こ と が で き る よ う に す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 述 し た 課 題 を 解 決 し 、 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に 係 わ る 熱 圧 着 装 置 は 、 発 熱 源
を 備 え る 加 熱 部 材 を ワ ー ク に 押 し 付 け 、 該 ワ ー ク を 熱 圧 着 す る 熱 圧 着 装 置 に お い て 、 前 記
加 熱 部 材 を 前 記 熱 圧 着 装 置 の 本 体 部 に 支 持 す る た め の 支 持 部 材 と 、 該 支 持 部 材 と 前 記 加 熱
部 材 と の 間 に 配 置 さ れ 、 冷 却 媒 体 を 通 過 さ せ る た め の 第 １ の 流 体 通 路 を 備 え る 断 熱 部 材 と
、 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 に 係 わ る 熱 圧 着 装 置 に お い て 、 前 記 第 １ の 流 体 通 路 を 通 過 し た 冷 却 媒 体
は 、 前 記 断 熱 部 材 に 接 続 さ れ た 配 管 に よ り 外 部 に 排 出 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
　 ま た 、 こ の 発 明 に 係 わ る 熱 圧 着 装 置 に お い て 、 前 記 支 持 部 材 は 、 前 記 第 １ の 流 体 通 路 に
連 通 す る 第 ２ の 流 体 通 路 を 備 え 、 前 記 冷 却 媒 体 は 、 前 記 第 ２ の 流 体 通 路 か ら 前 記 第 １ の 流
体 通 路 に 供 給 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 に 係 わ る 熱 圧 着 装 置 に お い て 、 前 記 断 熱 部 材 は 、 前 記 加 熱 部 材 と の 間 の
中 央 部 に 空 間 を 備 え 、 前 記 支 持 部 材 と 前 記 断 熱 部 材 と 前 記 加 熱 部 材 と は そ れ ら の 端 部 で 互
い に 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 に 係 わ る 熱 圧 着 装 置 に お い て 、 前 記 冷 却 媒 体 は 空 気 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 に 係 わ る 熱 圧 着 装 置 に お い て 、 前 記 断 熱 部 材 は 、 金 属 材 料 か ら 形 成 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ヒ ー タ ー ツ ー ル を 高 温 に 加 熱 し て も 熱 圧 着 面 に 加 わ る 圧 力 を 均 一 に 保
ち つ つ 、 ヒ ー タ ー ツ ー ル か ら 装 置 本 体 へ 伝 わ る 熱 を 断 熱 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 好 適 な 一 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 わ る 電 子 部 品 の ワ ー ク 熱 圧 着 装 置 の 斜 視 図 で あ り 、 図 ２
は 熱 圧 着 ヘ ッ ド の 正 面 断 面 図 、 図 ３ は 熱 圧 着 ヘ ッ ド の 保 持 部 部 分 の 側 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま ず 、 図 １ を 参 照 し て ワ ー ク 熱 圧 着 装 置 の 構 造 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 圧 着 作 業 を 行 う た め の 受 け 台 ９ の 上 に 、 プ リ ン ト 基 板 ５ － １ が 置 か れ 、 重 ね て 異 方 性 導
電 膜 ５ － ３ が 載 せ ら れ 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 ５ － ２ が 重 ね ら れ る 。 こ れ ら の プ リ ン ト 基 板 ５
－ １ 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 ５ － ２ 、 異 方 性 導 電 膜 ５ － ３ を 合 わ せ て ワ ー ク ５ と 呼 ぶ こ と に す
る 。 こ の ワ ー ク ５ の 上 方 に あ り 、 Ｚ 軸 方 向 に 昇 降 す る シ リ ン ダ ロ ッ ド ２ ０ に は 、 熱 圧 着 ヘ
ッ ド １ ６ を 保 持 す る 保 持 部 １ が 固 定 さ れ て い る 。 熱 圧 着 ヘ ッ ド １ ６ は 、 保 持 部 １ に 装 着 さ
れ た 断 熱 ブ ロ ッ ク ２ と 、 断 熱 ブ ロ ッ ク ２ の 下 端 部 に 装 着 さ れ た ヒ ー タ ー ツ ー ル （ 加 熱 部 材
） ３ と を 備 え て い る 。 シ リ ン ダ ロ ッ ド ２ ０ が Ｚ 軸 方 向 に 駆 動 さ れ る こ と に よ っ て 、 ヒ ー タ
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ー ツ ー ル ３ が ワ ー ク ５ に 対 し て 降 下 す る 。 そ し て 、 ワ ー ク ５ の フ レ キ シ ブ ル 基 板 ５ － ２ を
所 定 の 荷 重 で 押 圧 し な が ら 、 異 方 性 導 電 膜 ５ － ３ を 加 熱 す る こ と に よ り 、 フ レ キ シ ブ ル 基
板 ５ － ２ が プ リ ン ト 基 板 ５ － １ に 熱 圧 着 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ 及 び 図 ３ を 参 照 し て 、 熱 圧 着 ヘ ッ ド の 構 造 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 熱 圧 着 ヘ ッ ド の 正 面 断 面 図 で あ る 図 ２ 及 び 側 断 面 図 で あ る 図 ３ に 示 す 様 に 、 保 持 部 １ の
内 部 に は 、 通 気 孔 ６ が 設 け ら れ て お り 、 エ ア ー を 外 部 か ら 流 し 込 む た め の 通 路 を 形 成 し て
い る 。 通 気 孔 ６ は 、 正 面 か ら 下 に 向 か っ て 保 持 部 １ を 貫 通 し 、 断 熱 ブ ロ ッ ク ２ の 空 気 溜 ま
り （ 凹 形 状 部 ２ ａ ） ま で 達 し て い る 。 断 熱 ブ ロ ッ ク ２ は 、 保 持 部 １ と 接 す る 側 の 中 央 部 分
に 空 気 溜 ま り と な る 凹 形 状 部 ２ ａ を 備 え て い る 。 更 に 、 通 気 孔 ７ は 、 凹 形 状 部 ２ ａ と と も
に 、 保 持 部 １ の 側 面 の 開 口 部 ７ ａ に 連 通 す る 通 路 を 形 成 し て お り 、 通 気 孔 ６ か ら 入 っ た エ
ア ー を 配 管 ８ を 介 し て 外 部 に 開 放 し て い る 。 な お 、 配 管 ８ の 後 端 に は 不 図 示 の エ ア ー 吸 引
源 が 接 続 さ れ て い る 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 断 熱 ブ ロ ッ ク ２ に 従 来 の よ う な 樹 脂 材 料 で な く
金 属 材 料 を 使 用 し た 場 合 で も 、 断 熱 ブ ロ ッ ク ２ 内 に 常 時 冷 却 エ ア ー を 流 す こ と に よ り 、 ヒ
ー タ ー ツ ー ル ３ か ら の 熱 を 断 熱 ブ ロ ッ ク ２ と 保 持 部 １ で 分 断 す る こ と が で き 、 ヒ ー タ ー ツ
ー ル ３ の 熱 が 熱 圧 着 装 置 本 体 に 伝 達 さ れ る こ と が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 な お 、 保 持 部 １ と 断 熱 ブ ロ ッ ク ２ と ヒ ー タ ー ツ ー ル ３ と を そ れ ら の 両 端 で 固 定 し て 高 温
に 加 熱 す る と 、 熱 膨 張 に よ り ヒ ー タ ー ツ ー ル ３ の 先 端 部 中 央 が 膨 ら ん で し ま う 。 こ れ を 回
避 す る た め に 、 断 熱 ブ ロ ッ ク ２ と ヒ ー タ ー ツ ー ル ３ の 間 に 切 り 欠 い た 空 間 ２ ｂ を 設 け る と
と も に 、 エ ア ー を 保 持 部 １ の 中 央 か ら 流 し 込 ん で 冷 却 す る 。 こ れ に よ り 、 ヒ ー タ ー ツ ー ル
３ の 先 端 部 中 央 の 膨 ら み を 緩 和 す る こ と が で き 、 ヒ ー タ ー ツ ー ル ３ の 先 端 部 の 全 面 で ワ ー
ク ５ を 均 一 に 熱 圧 着 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 更 に 、 図 ４ に 示 す 従 来 の 断 熱 ブ ロ ッ ク １ ０ ２ で は 、 樹 脂 系 の 断 熱 材 を 使 用 し て い る こ と
に よ り 、 経 時 熱 劣 化 で 収 縮 し て ヒ ー タ ー ツ ー ル ３ の 先 端 位 置 の 精 度 変 化 が 起 こ っ た り 、 断
熱 ブ ロ ッ ク ２ が 欠 け た り し て い た の に 対 し て 、 本 実 施 形 態 の 断 熱 ブ ロ ッ ク ２ で は 、 金 属 で
形 成 し て い る の で 、 繰 り 返 し 動 作 を し て も 、 先 端 位 置 の 精 度 変 化 が 起 き な い で 熱 圧 着 す る
こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 ヒ ー タ ー ツ ー ル ３ に は 、 ヒ ー タ ー ４ が 挿 入 さ れ て お り 、 例 え ば 先 端 温 度 ２ ０ ０ ℃
の 温 度 調 整 を す る た め に 、 ヒ ー タ ー ツ ー ル ３ の 先 端 部 に 配 置 さ れ た 熱 電 対 １ ０ （ 図 １ 参 照
） に よ り 温 度 を 検 出 し な が ら 、 ヒ ー タ ー ４ を 例 え ば ３ ７ ０ ℃ に 加 熱 す る 。 そ し て 、 ヒ ー タ
ー ツ ー ル ３ の 先 端 部 で ワ ー ク ５ を 全 面 均 一 に 押 圧 し て 熱 圧 着 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 。 本 実 施 形 態 に 係 わ る ワ ー ク 熱 圧 着 装 置 で は 、 保 持 部 に 通 気 孔 を 設
け て 空 気 を 流 し 込 む こ と で 断 熱 ブ ロ ッ ク を 冷 却 し 、 装 置 本 体 と の 熱 分 断 を 図 る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 従 来 の 断 熱 材 に 比 べ て 高 温 に 加 熱 し て も 、 熱 収 縮 ／ 割 れ を 生 ず る こ と な く ワ ー ク
を 均 一 に 熱 圧 着 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 保 持 部 の 中 央 部 分 か ら の 冷 却 機 能 と 断 熱 ブ ロ ッ ク の 中 央 部 に 空 間 を 備 え た こ と で
、 ヒ ー タ ー ツ ー ル の 圧 着 面 中 央 の 出 っ 張 り を 緩 和 し 、 熱 圧 着 面 の 位 置 精 度 を 安 定 化 さ せ る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 本 装 置 の 設 置 時 に 、 圧 着 面 の 位 置 出 し を 行 え ば 、 以 後 調 整 が 不 要 に な り 、
生 産 中 の 調 整 作 業 等 の 負 荷 低 減 が で き 生 産 性 向 上 に つ な が る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 ま た 、 排 気 管 （ 配 管 ８ ） は 、 装 置 外 部 に 引 き 回 し て い る の で 、 ゴ ミ 等 の 進 入 も な く 環 境
の 清 浄 度 を 維 持 し た ま ま 生 産 を 行 な う こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 上 記 の 説 明 で は 、 保 持 部 と 断 熱 ブ ロ ッ ク の 双 方 に 通 気 孔 を 設 け る よ う に 説 明 し た
が 、 断 熱 ブ ロ ッ ク の み に 通 気 孔 を 設 け る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 上 記 の 説 明 で は 、 冷 却 媒 体 と し て 空 気 を 使 用 す る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 そ の
他 の 気 体 や 液 体 で あ っ て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 わ る 電 子 部 品 の ワ ー ク 熱 圧 着 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 熱 圧 着 ヘ ッ ド の 正 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 熱 圧 着 ヘ ッ ド の 保 持 部 部 分 の 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 １ 　 保 持 部
　 ２ 　 断 熱 ブ ロ ッ ク  
　 ３ 　 ヒ ー タ ー ツ ー ル
　 ４ 　 ヒ ー タ ー
　 ５ 　 ワ ー ク
　 ６ 　 通 気 孔 （ 供 給 ）
　 ７ 　 通 気 孔 （ 排 出 ）
　 ８ 　 配 管
　 ９ 　 受 け 台
　 １ ０ 　 熱 電 対
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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